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太陽電池モジュール内で直列接続された太陽電池セルが故障するとモジュール動作電流が減少するが、モジュール内のセルが
密封されているとセル個々の動作電圧の測定はできない。この論文では、変調光をモジュール内のセルへ照射してモジュール
の負荷抵抗から位相検波器により変調信号を検出することでモジュール内のセル動作電圧を推定する方法を提案する。小規模
モジュールでの検証実験から、セルの動作電圧が減少すると位相検波器で検出された変調信号が増加することが、提案理論ど
おりに示された。これより原理的に提案手法によってモジュール内のセル電圧が推定できることが確認された。
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